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国
労
東
日
本
本
部
は
９
月
10
日
、
第
六
回
国
労
東
日
本
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
栃
木
県
・
サ
ン
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
各
地
方
か
ら
参
加
さ
れ
た
52
名
に
よ
っ
て
競
わ
れ
、
団

体
は
東
京
・
大
宮
地
区
本
部
②
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
大
宮
地
区
本

部
と
し
て
三
連
覇
を
達
成
。
個
人
で
は
東
京
・
神
奈
川
地
区
本
部
・

嶋
野
選
手
が
第
一
回
大
会
以
来
の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
①
第
六
回
国
労
東
日
本
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
②

第
17
回
運
転
協
議
会
全
国
交
流
会
、
③
国
労
東
日
本
勤
務
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
④
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

前年度優勝・大宮地区本部
による選手宣誓

　国労東日本本部ゴルフトーナメントも第６回大会の開催となり
ゴルフの競技としての浸透がなされたと思っています。
　各参加地方チームも代表選考に於いて予選会を開催していると
のこと、第５回の優勝チームは連覇を果たした東京地本・大宮チー
ムでしたが、各参加されたチームは今回何としても東京・大宮の
三連覇阻止とタイトルの奪還、優勝を果たしていない代表チーム
は悲願の優勝という２文字に向けて調整してきたと思われます。
　開催場所は、第４回ゴルフトーナメントから各地方からの参加
を含めて考慮し、一昨年同様サンヒルズゴルフクラブ開催とさせ
ていただきました。プレイに際し、同じコースでも「ここのバンカー
は出ない」など、レイアウト等コースが判っているからの難しさ
もあったかと思います。天候は、上がり数ホールでの雨となりま
したが、幸いにもコンディションの問題もさほどなくホールアウ
トされたと思っています。
　優勝は大宮②チームで大宮地区本部の三連覇という層の厚さを
感じさせる結果で幕を閉じました。参加の各地方本部の御協力で
第６回大会も無事アクシデントも無く成功裏に終了しました。
　来年度から競技ゴルフのルールが大幅改正の話もあり、選手に
は自分の持っている最高のパフォーマンスを出して頂けるように
本トーナメントの競技ルールについても考えていくところです。
　レクリエーションの一環ではありますが、ゴルフを通して国労
の最重要課題でもある組織拡大を視野に入れながらの開催となっ
ています。次回開催時には、各地方本部も組織拡大を視野に入れ
ての大会参加をお願いするものです。　（競技委員長・吉田　秋雄）

【団体優勝】大宮地区本部②チーム【個人優勝】嶋野選手（神奈川）
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分
散
会
で
は
国
労
の
喫
緊
な

課
題
で
あ
る
「
組
織
拡
大
」
に

つ
い
て
、
国
労
加
入
さ
れ
た
仲

間
か
ら
「
職
場
で
の
国
労
の
方

の
姿
を
見
て
加
入
を
決
意
し

た
」
と
報
告
さ
れ
、
私
達
一
人

ひ
と
り
が
職
場
で
の
活
動
を
強

め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
意
思

統
一
し
ま
し
た
。

　
「
検
修
問
題
」
で
は
、
外
注

化
に
よ
る
「
短
期
間
で
の
育

成
」
の
弊
害
で
マ
ル
チ
社
員
が

増
え
、
技
術
継
承
以
前
の
問
題

が
起
き
て
い
る
実
態
や
、
耐
用

年
数
超
過
の
車
両
や
修
繕
の
部

品
が
無
い
等
、
安
全
と
は
程
遠

い
実
態
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
ワ
ン
マ
ン
運
転
問
題
」
に

つ
い
て
は
、
各
地
方
で
の
乗
務

や
乗
客
対
応
な
ど
深
刻
な
実
態

が
報
告
さ
れ
、
多
く
の
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

長
谷
川
議
長
か
ら
は
①
Ｊ
Ｒ

東
日
本
内
の
組
織
問
題
、
②
乗

務
員
室
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
、

③
「
変
革
２
０
２
７
」
に
よ
る

車
両
検
査
の
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
状
態
基

準
保
全
）
へ
の
移
行
、
④
ア
ス

ベ
ス
ト
問
題
、
⑤
乗
務
員
勤
務

の
見
直
し
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

交
流
で
出
さ
れ
た
各
地
方

で
の
取
り
組
み
を
職
場
に
生
か

し
て
国
労
運
動
を
広
め
る
こ
と

　

９
月
25
日
～
26
日
、
熱
海
市

に
お
い
て
、
第
17
回
国
鉄
労
働

組
合
運
転
協
議
会
全
国
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交

流
会
は
全
国
の
運
転
職
場
か
ら

参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
各
社
で
の
労
働

条
件
改
善
や
組
織
拡
大
に
つ
い

て
、
課
題
別
分
散
会
な
ど
で
交

流
を
深
め
て
、
分
会
活
動
の
活

性
化
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

　

清
水
会
長
（
大
阪
電
車
区
）

の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
じ
ま

り
、
国
労
本
部
・
佐
々
木
副
委

員
長
か
ら
「
組
織
拡
大
の
現
状

と
取
り
組
み
の
課
題
」
に
つ
い

て
、
東
日
本
本
部
・
渡
辺
執
行

委
員
か
ら
「
社
員
代
表
者
選
挙

で
の
成
果
と
課
題
」に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。

　

宮
里
邦
雄
弁
護
士
か
ら
「
働

き
方
改
革
関
連
法
と
労
働
契
約

法
第
20
条
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判

決
」
で
の
講
演
を
受
け
、「
成

立
し
た
法
律
を
生
か
し
つ
つ
、

労
働
者
が
取
り
組
む
課
題
と
法

改
正
さ
れ
た
点
検
の
必
要
性
」

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

と
、
次
回
は
、
今
年
よ
り
平
均

年
齢
を
下
げ
る
参
加
者
を
連
れ

て
く
る
こ
と
を
約
束
し
て
散
会

し
ま
し
た
。

求
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
は
、
40
条
予
備
で

の
要
員
確
保
・
拘
束
時
間
の
短

縮
・
乗
務
時
間
の
制
限
・
宿
泊

所
や
乗
継
詰
所
の
改
善
・
ト
イ

レ
の
増
設
な
ど
に
つ
い
て
、
繰

り
返
し
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え

て
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

92
年
の
「
新
し
い
乗
務
員
勤
務

制
度
」
以
降
、
女
性
乗
務
員
の

配
属
拡
大
に
伴
う
社
員
環
境
の

変
化
も
あ
り
、
改
善
を
求
め
て

き
ま
し
た
。

●
「
変
革
２
０
２
７
」
で
の
柱

で
あ
る
「
乗
務
員
勤
務
制
度
の

見
直
し
」

　

こ
う
し
た
中
、
会
社
か
ら
５

月
17
日
「
乗
務
員
勤
務
制
度
の

見
直
し
」
と
７
月
３
日
「
賃
金

制
度
の
改
正
に
つ
い
て
」
の
提

案
を
受
け
ま
し
た
。
組
合
か
ら

改
善
を
求
め
て
き
た
「
朝
の
食

事
時
間
」
に
つ
い
て
５
分
増
と

改
善
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
短
時
間
行
路
の
新
設
」
に
伴

い
「
拘
束
時
間
が
１
時
間
程
度

増
え
る
行
路
」、「
行
先
地
手
当

の
廃
止
」
と
い
う
点
も
あ
り
、

課
題
も
残
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

来
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で

は
、
各
支
社
か
ら
「
新
乗
務
員

勤
務
制
度
」
に
よ
る
提
案
と
な

り
、
行
路
検
討
や
手
当
の
現
改

比
較
な
ど
、
分
会
や
職
協
な
ら

び
に
地
本
で
の
具
体
的
な
改
善

に
向
け
た
交
渉
が
課
題
と
な
り

ま
す
。

●
「
乗
務
員
勤
務
制
度
」
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
改
善
を
め

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
会
社
に
対
し
て
短
時
間

行
路
で
の「
時
間
単
位
の
年
休
」

や
行
先
地
手
当
に
代
わ
る
「
支

社
別
乗
務
手
当
」
の
新
設
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
乗

務
員
が
安
心
し
て
乗
務
で
き
る

職
場
環
境
と
労
働
条
件
を
求
め

て
、
引
き
続
き
乗
務
員
勤
務
制

度
の
改
善
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。

●
１
万
１
０
０
０
名
の
乗
務
員

の
関
心
事
で
あ
る
「
寝
る
・
食

べ
る
・
ト
イ
レ
」
の
改
善
は
急

務
！

　

国
労
東
日
本
本
部
運
転
協
議

会
と
運
輸
協
議
会
車
掌
分
科
で

こ
の
間
取
り
組
ん
で
き
た
乗
務

員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
約
６
０
０
０
名
の

運
転
士
と
約
５
０
０
０
人
の
車

掌
が
適
用
さ
れ
て
い
る
乗
務
員

勤
務
で
、
最
大
の
関
心
事
で
あ

る
「
寝
る
・
食
べ
る
・
ト
イ
レ

の
時
間
」
に
つ
い
て
、「
国
労

東
日
本
申
１
号
」
で
継
続
し
て

会
社
と
の
団
体
交
渉
で
改
善
を

訴
訟
原
告
団
、
②
東
海
第
二
原

発
訴
訟
原
告
団
、③
原
発
ゼ
ロ
・

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
連
盟
、

④
辺
野
古
の
海
を
土
砂
で
埋
め

る
な
！
首
都
圏
連
絡
会
、
⑤
戦

争
を
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
）

か
ら
「
原
発
は
い
ら
な
い
」「
原

発
の
再
稼
働
は
認
め
な
い
」「
辺

野
古
基
地
の
建
設
反
対
」
と
た

た
か
う
決
意
を
表
明
し
ま
し

　

９
月
17
日
、「
さ
よ
う
な
ら

原
発
全
国
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
８
０
０
０
名
（
主
催
者
発

表
）
が
代
々
木
公
園
に
集
結
。

国
労
か
ら
も
参
加
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

集
会
で
は
、
主
催
者
の
鎌
田

慧
さ
ん
と
澤
地
久
江
さ
ん
の
挨

拶
で
は
じ
ま
り
、
全
国
各
地
で

奮
闘
し
て
い
る
仲
間
た
ち
（
①

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

た
。

　

最
後
に
、
落
合
恵

子
さ
ん
か
ら
「
原
発

の
再
稼
働
を
進
め
る

安
倍
政
権
を
退
陣
さ

せ
よ
う
」
と
、
更
な

る
た
た
か
い
の
広
が

り
を
作
る
決
意
の
力

強
い
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

集
会
後
に
は
デ
モ

行
進
を
行
い
、
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
私

た
ち
の
思
い
を
広
く

訴
え
か
け
ま
し
た
。


